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横
黒
線
の
混
合
列
車

　

横
黒
線
（
後
に
北
上
線
と
改
称
）
は
奥
羽
山
脈

を
横
断
す
る
全
長
六
〇
㎞
の
山
岳
線
で
あ
る
。
小

雨
の
残
る
北
上
（
黒
沢
尻
）
で
東
北
本
線
の
汽
車

か
ら
降
り
て
、
横
黒
線
の
ホ
ー
ム
へ
。

　

貨
車
二
九
輌
の
貨
物
列
車
の
中
程
に
二
輌
の
客

車
が
付
く
混
合
列
車
が
待
つ
。
機
関
車
は
前
に
一

輌
、後
ろ
に
一
輌
。
綱
引
き
を
想
わ
せ
る
よ
う
に
、

互
い
に
反
対
方
向
を
向
い
て
い
る
。

　

汽
車
は
北
上
盆
地
の
水
田
の
中
を
走
り
、
や
が

て
奥
羽
山
脈
の
山
中
に
分
け
入
る
。
和
賀
仙
人
、

陸
中
川
尻
と
山
は
深
く
な
る
が
、
険
し
い
と
い
う

程
で
は
な
い
。

　

分
水
嶺
を
越
え
て
秋
田
県
に
入
る
。
下
り
坂
を

駆
け
下
る
。
天
候
は
一
変
し
て
空
は
晴
れ
、
澄
ん

だ
空
気
に
陽
光
が
ま
ぶ
し
い
。
車
窓
に
杉
木
立
が

延
々
と
続
き
、秋
田
県
に
入
っ
た
事
を
実
感
す
る
。

奥
羽
本
線
の
線
路
が
近
づ
き
、
横
手
駅
に
す
べ
り

込
む
。
北
上
か
ら
横
手
ま
で
二
時
間
十
八
分
。

（
昭
和
三
十
七
年
）

・横黒線　和
わ か せ ん に ん

賀仙人

北上発横手行き混合第771 
列車。

車窓から後方を見る。手前
のおばさんは鉄橋を渡る
つもりらしい。

・横黒線

　岩手湯田 ― 横手

車窓から前方を見る。

中
尊
寺
の
参
道
よ
り

　

歴
史
の
里
、
平
泉
で
下
車
。
六
月
の
初
め
の
日

曜
日
、
梅
雨
入
り
前
の
さ
わ
や
か
な
風
の
中
、
線

路
沿
い
の
道
を
北
へ
歩
く
。

　

高た
か
だ
ち館
の
小
さ
な
丘
を
右
に
見
て
左
へ
進
む
。

う
っ
そ
う
と
し
た
木
立
に
囲
ま
れ
た
中
尊
寺
の
参

道
の
入
口
に
た
ど
り
着
く
。小
さ
な
茶ち

ゃ
み
せ店
が
一
軒
、

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
。
参
道
を
登
る
と
眺
望
が

開
け
る
。
広
々
と
し
た
水
田
の
向
う
に
衣
川
、
北

上
川
、
束
稲
山
の
山
塊
が
見
渡
せ
る
。

　

東
北
本
線
の
汽
車
が
蟻
の
行
列
の
よ
う
に
進
む

の
を
い
つ
ま
で
も
眺
め
る
。
再
び
参
道
を
進
み
、

中
尊
寺
に
た
ど
り
着
く
。
人
影
は
無
く
、
あ
た
り

は
静
寂
そ
の
も
の
で
あ
る
。

（
昭
和
三
十
七
年
）

・東北本線

　平泉 ― 衣
ころもかわ

川信号場

下り急行貨物列車が衣川
の鉄橋を渡ろうとしてい
る。その右上は衣川と北上
川の合流点。近景は田植え
前の水田。

・東北本線　平泉

下り普通列車を見送ると、
駅に静けさが戻る。
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平
泉
か
ら
眺
め
る
束
稲
山

　

平
泉
駅
か
ら
少
し
南
に
歩
く
と
、
広
々
と
し
た

水
田
の
向
う
に
束
稲
山
が
全
容
を
現
す
。
高
い
山

で
は
な
い
が
、印
象
に
残
る
山
で
あ
る
。
昔
か
ら
、

こ
の
あ
た
り
の
人
々
は
朝
に
夕
に
、
農
作
業
の
手

を
休
め
て
、
こ
の
山
を
眺
め
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

こ
の
束
稲
山
は
、
早は

や
ち
ね
さ
ん

池
峰
山
、
姫ひ
め
か
み
さ
ん

神
山
に
代
表

さ
れ
る
北
上
山
地
の
南
の
端
に
位
置
し
て
お
り
、

平
泉
の
良
い
借
景
で
あ
る
。

　

地
質
図
「
一
関
」
を
読
む
と
、
束
稲
山
の
構
造

が
見
え
て
く
る
。
基
盤
は
古
生
代
の
堆
積
岩
。
中

生
代
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
上
に
白
亜
紀
の
火
山

岩
が
重
な
る
。
そ
の
後
、
深
成
岩
（
花
崗
岩
）
の

貫
入
が
あ
り
、
山
体
の
西
半
分
を
覆
っ
て
い
る
。

束
稲
山
の
伸
び
や
か
な
山
容
は
北
上
山
地
の
長
い

歴
史
を
物
語
る
よ
う
で
あ
る
。（

昭
和
三
十
七
年
）

・東北本線

　平泉 ― 衣川信号場

平泉駅の北側、小雨降る築
堤を行く須賀川発青森行
き普通第517 列車。右のポ
プラの木の脇を通ると衣
川を渡る。

・東北本線

　平泉 ― 山ノ目

平泉駅の南側から眺める
残雪の束

たばしねやま

稲山（596 ｍ）と
上り貨物列車。

花
泉
の
田
園
風
景

　

あ
と
数
キ
ロ
で
岩
手
県
か
ら
宮
城
県
に
入
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
東
北
本
線
花
泉
駅
が
あ
る
。
快
晴

の
日
曜
日
。
駅
名
に
惹
か
れ
て
訪
ね
る
。
駅
の
周

辺
を
歩
く
。
広
々
と
し
た
風
景
が
ひ
ろ
が
る
。
大

地
の
う
ね
り
の
よ
う
な
ゆ
る
や
か
な
起
伏
が
あ

り
、
高
さ
に
応
じ
て
水
田
、
畑
、
雑
木
林
と
使
い

分
け
ら
れ
て
い
る
。
東
の
方
は
、
古
い
な
だ
ら
か

な
山
々
が
、
西
の
方
は
遠
く
、
若
い
現
役
の
火
山

群
が
姿
を
見
せ
る
。

　

東
北
本
線
の
車
窓
は
盛
岡
か
ら
宇
都
宮
ま
で
、

こ
の
パ
タ
ー
ン
が
続
く
。

　

花
泉
駅
周
辺
で
は
複
線
化
の
工
事
が
進
ん
で
い

る
。
経
済
成
長
に
伴
い
、
東
北
本
線
の
貨
物
輸
送

量
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
電
化
に
先

行
し
て
複
線
化
を
急
い
で
い
る
。

（
昭
和
三
十
七
年
）

・東北本線　花泉

上野発青森行き普通第211 
列車から降りた人々。

・東北本線　花泉

跨線橋から青森行き普通
列車を見送る。
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松
島
湾
に
沿
っ
て

　

東
北
本
線
は
松
島
湾
か
ら
少
し
離
れ
た
内
陸
を

通
っ
て
い
た
の
で
、海
を
見
る
事
が
無
か
っ
た
が
、

そ
の
後
、
海
岸
線
が
建
設
さ
れ
、
そ
し
て
複
線
化

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
全
列
車
が
海
岸
線
を
通
る
よ

う
に
な
っ
た
。
海
岸
線
と
言
っ
て
も
、
地
形
の
複

雑
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
海
に
浮
か
ぶ
松
島
の
景
観

を
見
る
の
は
、
ほ
ん
の
一
瞬
で
あ
る
。

　

内
陸
を
走
る
山
線
は
、
東
北
本
線
の
昔
の
姿
を

良
く
留
め
て
い
た
が
、
利り

ふ府
か
ら
北
側
が
廃
止
さ

れ
消
滅
し
た
。

　

塩
釜
湾
に
面
す
る
塩
釜
の
港
に
は
国
鉄
の
貨
物

専
用
線
が
伸
び
て
お
り
、
貨
物
列
車
が
入
る
。

　

こ
こ
に
一
箇
所
珍
し
い
可
動
橋
が
あ
る
。
貞
山

堀
と
い
う
運
河
の
分
水
路
に
か
か
る
鉄
橋
で
あ

る
。
線
路
は
水
面
上
の
高
さ
が
低
く
、
そ
の
下
を

船
が
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
船
が
通
る

と
き
だ
け
橋
を
吊
り
上
げ
る
。（

昭
和
三
十
七
年
）

・塩釜線

　塩釜港 ― 塩釜埠頭

可動橋と貨物列車。

・東北本線

　塩釜 ― 新松島

松島湾に近い新線を行く
下り貨物列車。

仙
台
駅
の
一
日
　

　【
朝
】

　

青
森
か
ら
夜
行
列
車
が
続
々
と
到
着
す
る
。「
北

斗
」「
北
上
」「
十
和
田
」な
ど
。
い
ず
れ
も
食
堂
車

付
き
で
あ
る
。夜
行
の
普
通
列
車
も
あ
る
。青
森
と

上
野
を
そ
れ
ぞ
れ
夜
九
時
頃
出
発
し
た
第
一
一
三

列
車
と
第
一
一
四
列
車
は
仙
台
に
朝
五
時
、
六
時

台
に
到
着
す
る
。
こ
れ
ら
の
客
車
列
車
に
は
荷
物

車
、
郵
便
車
が
連
結
さ
れ
て
お
り
、
新
聞
、
荷
物
、

郵
便
を
運
ぶ
。
乗
客
の
乗
る
客
車
を
連
結
し
て
い

な
い
荷
物
専
用
列
車
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
貨
物
列

車
で
は
な
い
。
旅
客
列
車
と
同
様
に
、
交
通
公
社

の
時
刻
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

荷
物
に
は
、
手
荷
物
（
通
称
チ
ッ
キ
、
乗
車
券

の
あ
る
荷
物
）
と
小
荷
物
（
客
車
便
荷
物
）
の
区

別
が
あ
る
。
手
荷
物
は
切
符
一
枚
に
つ
き
三
個
以

内
。
合
計
三
〇
㎏
ま
で
な
ら
距
離
に
関
係
な
く
運

賃
一
三
五
円（
配
達
は
一
個
四
〇
円
加
算
）。
荷
主

は
荷
造
り
の
上
、
鉄
道
荷
札
を
用
意
し
て
荷
物
窓

口
へ
持
参
す
る
。
こ
の
窓
口
で
は
携
帯
品
の
一
時

預
り
も
引
き
受
け
る
。
一
日
一
個
二
〇
円
。
山
間

の
小
駅
で
も
こ
の
窓
口
が
あ
る
。

・仙台駅

朝 6 時 57 分、青森発上野
行き急行第 14 列車「北上」
の到着。食堂車スタッフが
線路に降りて給水。

はるか前方に常磐線用の
機関車が待機。

・仙台駅

午後3時過ぎ。八戸線鮫
さめ

発
東北本線黒磯行き普通列
車（左）の出発。

この 8 分後に仙台発水戸
行き普通列車（右）が出発
する。


